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● 6mミリ波電波望遠鏡が日本天文遺産に認定
● ユーザー主体運用で迎えた岡山188cm望遠鏡の60周年
● 緯度観測所ガラス乾板写真のインターネット公開
● 野辺山特別公開2020「今年はおうちで特別公開」開催報告
● 「南の島の星まつり2020」開催報告
● 2020年「美ら星研究体験隊オンライン版」開催報告

研究トピックス
新しい生活様式における理科教育の実践
―国立天文台望遠鏡キットを用いて自宅で天体観察―
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NAOJ NEWS
国立天文台ニュース
C O N T E N T S

表紙画像
国立天文台望遠鏡キットの外箱（下）と組み立て後の本
体（上中・キット本体は鏡筒のみ）。事前の準備（上右）
ののち、自宅で月を観測した小学3年生が描いたスケッ
チの一例（上左）。

背景星図（千葉市立郷土博物館）
渦巻銀河M81画像（すばる望遠鏡）

国立天文台カレンダー

● 4 日（金）幹事会議

● 7 日（月）運営会議

● 18 日（金）幹事会議

● 30 日（水）プロジェクト会議

● 7 日（水）防災訓練

● 8 日（木）教授会議

● 9 日（金）幹事会議

● 23 日（金）幹事会議

● 24 日（土）特別公開「三鷹・星と宇宙の日2020」（オ

ンライン開催）

● 28 日（水）プロジェクト会議

● 6 日（金）幹事会議

● 7 日（土）4D2Uシアター公開（三鷹）

● 9 日（月）運営会議

● 13 日（金）幹事会議／4D2Uシアター公開（三鷹）／

観望会

● 21 日（土）4D2Uシアター公開（三鷹）

● 25 日（水）プロジェクト会議

● 28 日（土）観望会

2020 年 9 月 2020 年 10 月 2020 年 11 月

★予定は変更される場合があります

新型コロナウイルス感染症に
関連した対応について

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防
ぐため、国立天文台の施設公開、定例公開、
イベント等の一部を中止いたします。再開
につきましては、国立天文台のウェブサイ
トやSNSにてご案内いたします。みなさ
まのご理解、ご協力をお願いします。

また、国立天文台にご来訪されるみなさま

におかれましては、下記のことをお願いい

たします。

●新型コロナウイルス感染者との濃厚
接触が判明している場合や、その恐れが
ある場合は、ご来訪をお控えください。
●咳や発熱などの症状がある場合は、
ご来訪をお控えください。
●マスクや手洗いなど、各自で十分な

防護策をお取りください。

★くわしくは　

https://www.nao.ac.jp/notice/
20200226-coronavirus.html

をご覧ください。
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● 表紙
● 国立天文台カレンダー

研究トピックス

新しい生活様式における理科教育の実践
―国立天文台望遠鏡キットを用いて自宅で天体観察―

縣 秀彦（天文情報センター）

おしらせ

● 6 mミリ波電波望遠鏡が日本天文遺産に認定
● ユーザー主体運用で迎えた岡山188 cm望遠鏡の60周年

佐藤文衛（東京工業大学・地球惑星科学系／系外惑星観測研究センター）

● 緯度観測所ガラス乾板写真のインターネット公開
馬場幸栄（一橋大学）

● 野辺山特別公開2020「今年はおうちで特別公開」開催報告
衣笠健三（野辺山宇宙電波観測所）

● 「南の島の星まつり2020」開催報告
花山秀和（石垣島天文台）

● 2020年「美
ち ゅ

ら星研究体験隊オンライン版」開催報告
廣田朋也、キムジョンハ（水沢VLBI観測所）、堀内貴史、花山秀和、縣 秀彦（天文情報センター）

受賞

● 田中雅臣氏が、日本天文学会2019年度欧文研究報告論文賞を受賞

編集後記／次号予告

連載 「すばる望遠鏡HSC Cosmic Gallery」07
3重リング銀河
解説：田中賢幸（ハワイ観測所）
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研 究 ト ピ ッ ク ス

縣 秀彦
（天文情報センター）

　日本天文学会2020年秋季年会 記者会見に
「国立天文台望遠鏡キットの教育利用」が選
ばれました。東大生協天文台店の売店で見か
けるあの小さな黒い望遠鏡です。大学共同利
用機関法人であり研究機関である国立天文台
が、なぜ、わざわざ学校教育用の教具を開発
し頒布しているのでしょうか？　この国立天
文台では最小・最低価格の望遠鏡プロジェク
トの経緯と評価、そして今後の展望を紹介し
ます。

　2009年、ガリレオ・ガリレイによる天体
望遠鏡での月の観察100周年を記念して、世
界天文年（IYA）2009★01が、国際天文学連
合（IAU）、国連、ユネスコによって企画され
ました。IAUでこの記念年行事の企画に深く
関わっていた海部宣男国立天文台名誉教授に
2007年のある日、関口和寬さんと私は呼び出
され、「望遠鏡を10ドルで作ってほしい」と
の依頼を受けました。
　ガリレオが月や惑星を観察したのと同程度
の口径（4～5 cm）の安価な天体望遠鏡をア
フリカはじめ世界各地に配ることを、来る
IYAのメイン企画の一つにすることが IAU執
行部で決まったというのです。当時、日本に

は2千円前後で購入可能な複数の組立式天体
望遠鏡キットが販売されており、関連企業の
協力が得られれば、資金を集め大量発注する
ことで製造コストを下げ、単価20ドルを切る
価格で海外に提供が可能にも思えました。古
在由秀さん、小平桂一さん、観山正見さんと
経団連等を訪ね、日本での IYA実施のための
資金調達を試みましたが、運悪くリーマン・
ショックに遭遇し、十分な資金を得ることが
出来ませんでした。しかし、2008年には台内
有志で「君もガリレオ！」プロジェクト★02を立
ち上げ、国内外において、複数の組立式望遠
鏡キットを活用した天文学レクチャー＋望遠
鏡工作教室＋観望会がセットになったワーク
ショップが始まり、今日でも続いています。

　時が過ぎ、2016年3月31日のことです。文
部科学省から1通の通達文が国立天文台に届
きました。それは、「国立大学法人等が実施
することのできる「収益を伴う事業」の考え
方について」と題する通達で、大学共同利用
機関法人と国立大学法人が、土地・建物等の
第三者への貸付けを除く「収益を伴う事業」
を行うことを認めるというものでした。これ
を受けて、研究成果に関連する特産品（焼酎、

まぼろしの10ドル望遠鏡計画

やっぱ、望遠鏡でしょ！、の一
言

図01　教具として開発した「国立天文台望遠鏡キット」（左：組立前、右：組立後）。

★01 世界天文年2009 

https://www.astronomy2009.
org/

★02 「君もガリレオ！」プロ
ジェクト
http://kimigali.jp/

★newscope＜解説＞

新しい生活様式における理科教育の実践新しい生活様式における理科教育の実践
―国立天文台望遠鏡キットを用いて自宅で天体観察――国立天文台望遠鏡キットを用いて自宅で天体観察―
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ワインなどのお酒等）が各大学ブランドで売
り出され、大学の収入に加えられる時代とな
りました。当時、副台長であった小林秀行さ
んから新歓飲み会の席上で、「縣さん、国立
天文台の場合、やっぱ、それは望遠鏡でしょ
う」と肩をたたかれ、それなら、まぼろしに
終わった望遠鏡計画を復活させようと、その
気になってしまったというわけです（やっぱ
り、face to faceのコミュニケーションって大
事！）。

　2016年度から本格始動したこの望遠鏡製
造・販売計画ですが、正直、これほどまでに
大変な道のりとは、当初、思ってもいません
でした。まずは、協力して下さる業者の選定
ですが、2007年以降、さまざまなメーカーに
相談しましたが、なかなか縦に首を振ってく
れるメーカーが見つかりませんでした。次に
基本設計です。国内外から同程度の既存製品
を買い集め、性能チェックを行いました。学
校の先生やアマチュア天文家の方がたにも意
見を求め、複数回の試作器製造の後、性能確
認を繰り返し、徐々に最終形に近づいていき
ました。
　次は資金集めです。海部さんを中心に任意
団体「子どもたちに天体望遠鏡を届ける会」
が組織され、次の2種類のクラウドファン
ディングが2018年夏に行われました。そし
て「アカデミスト」にて206名から2,473,220
円、「faavo 東京三鷹」にて68名から869,000
円のご支援を賜りました。ここに深く感謝い
たします。
　さて、次は名称の決定です。2018年秋に台
内で名称募集をしたところ、多くの提案を頂
戴し、いったんは「宙

そら

」という名称に決まり
ました。しかし、登録商標を調べるとすでに
宝塚宙組が商標を登録しており、さまざまな
交渉の末、結局、この名称を用いることを諦
め、シンプルに「国立天文台望遠鏡キット」
と呼ぶことにしました。一方、この望遠鏡開
発を支援してきた IAUは、2019年4月にお亡
くなりになった故海部さんへの敬意をこめて、

“Kaifu-NAOJ telescope kit”と呼んでいます。

　前述のように国内で比較的安価に購入可能
な小型天体望遠鏡は複数あります。しかし、
理科カリキュラムに沿う内容での利用を前

提に、学校でまとめて購入して利用する場合、
光学性能や価格、耐久性や持ち帰りが容易か
どうか等の点で、残念ながら必ずしも最適と
は言えません。学校の先生方の意見を踏まえ、
国内の標準的な公立小中学校にて教具として
準備可能な価格・性能の口径5 cm（倍率16倍、
66倍）の「国立天文台望遠鏡キット」を製造
し、2019年7月より配布を開始しました★03。

　完成した「国立天文台望遠鏡キット」を
使って、教材としての利用調査を行いまし
た。従来の学校に集まって行う天体観望会で
はなく、一人一人が自宅で望遠鏡を用いた天
体観察学習が可能かを調べました。具体的に
は2019年秋、長野県の公立小学校（松本市立
島内小学校）にて小学6年理科の単元「月と
太陽」において、「月の表面には何があるか」
を課題とし、3クラスの児童が組立式の「国
立天文台望遠鏡キット」を用いて自宅で月の
観察学習を行いました。その結果、児童全員
が月を観察することが出来ました。調査群の
児童（70名）では、観察後に約9割の児童が

「クレーターの存在」や「月が太陽光を反射し
て輝いていること」を理解したのです。一方、
観察を行う前の比較群の児童（35名）では約
8割の理解に留まりました。これらのことか
ら自宅での個人による天文学習が効果的であ
ることが確認できました。
　以下、詳細にみてみましょう。

教具として開発した「国立天文
台望遠鏡キット」

小・中学校理科における天文教
育の充実に向けたリサーチ

図02　島内小での授業の様子。望遠鏡を組み立て、遠くの物に焦点を合わせる練習を実施した。

長野県松本市立島内小学校　　　　　　　　　  担当教諭：瀧澤輝佳

小学校6年生理科：単元「月と太陽」　　単元の展開は全7時間
　3クラスで、2019年10月29日～12月6日に実施

学習課題：「月の表面には何があるのかな？」
・一人1台国立天文台望遠鏡キット（＋三脚）を家庭に持ち帰り、8日間

貸し出す
・晴れた晩に学習カード（ワークシート）に沿って月を観察
・調査群2クラス（A組、B組）vs　比較群1クラス（C組）
・比較群のみ事後テストを家での観察前に行い、習熟度を比較
・事前事後の確認テスト、事前事後のアンケート調査、学習カードなど

で調査・評価

ものづくりは簡単でない。さら
に売るのはもっとたいへん

★03 国立天文台望遠鏡キット 

https://www.nao.ac.jp/study/
naoj-tel-kit/

★newscope＜解説＞
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1. 調査のねらい
　新学習指導要領の下、アクティブラーニン
グ的な学習が求められる中、次のような理由
により一般的には学校での夕方・夜間の天体
観察会は実施しにくいのが実情です。
１）児童・生徒の帰宅時の安全確保
２）教員の勤務時間管理
３）塾など放課後の過ごし方
　加えて、今後は新型コロナウィルス感染症
予防の観点からも、接触感染や密集状態が生
じやすい観望会には感染リスクが伴うことも
危惧されます。今回の研究は、自宅での個人
による天体観察が可能かを調査することで、従
来の学校での観察会実施等の難しさを軽減し、
さらに新しい生活様式に適した学習法を模索
する上でも意義があるものと考えられます。

2. 松本市立島内小学校での実践について
　3クラスとも教室における事前学習では、
望遠鏡と三脚の使い方、天体の導入方法など
を練習しました（図02）。また、希望者には
三脚を貸し出すようにしまし
た。
　計3回使用した結果、国立天
文台望遠鏡キット、三脚ともに
破損や紛失等のトラブルは生
じませんでした。箱の劣化が
多少あるものの翌年度の利用
に支障はないようです。

3. 主な結果（観点別）

●知識・技能
　事後アンケートにおいて、調
査群（1組と2組）にてA：「望
遠鏡で月を見られたか」、B：

「月以外の天体を観察できたか」、
C：「望遠鏡を自分で使えたか」、
さらにD：「望遠鏡で月を観察
することは難しかったか」を発
問したところ、図03のように
問 A に対し回答者70名中70名
が「はい」と回答しました。ま
た、問Cに対しては同様に55名
が「はい」、残りの15名が家族に
手伝ってもらったと回答しました。
このことから、小学6年生の月の
学習の場合、事前学習を充分に
教室で行い、かつ家庭における
補助・協力が得られるなら、国
立天文台望遠鏡キットによる
自宅での観察は可能と結論付
けられます。

●思考力・表現力・判断力
　事前・事後テストにおいて、A：月の表面に
は何があるか、B：月はどのように光ってい
るかを聞きました。図04に示したように、調
査群（n = 70）において、2問とも観察前に比
べ、観察後に正解率が上昇しました。Aは観
察前も56名（77.8 %）と正解者は多いですが、
観察後には15.3 % 増え67名（93.1 %）が正
解でした。Bは観察前には55名（76.4 %）が、
観察後には63名（87.5 %）に正解者が増えま
した。
　一方、3組（n = 35）が授業プラン終了時（7
時間目、観察はまだ未実施）に行ったテスト
の結果を図04に比較のため加えます。前者
の問いには調査群の観察前の理解とほぼ同様
の77.1％の正解率で、後者の問いに対しては
80.0 %の正解率でした。このように、観察実
施の有無によって課題解決の成果に差が生じ
ることが確認されました。

図03　事後アンケート結果（1組+2組, n = 70）

図04　観察前後での月の表面の理解（正解率）の変化。比較群は自宅での観察前の調査。

A

B

C

D
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●主体的に学習に取り組む態度
　事後アンケートの感想の中には、「理科の
授業のなかでもっとも楽しかった」、「理科
は嫌いだがこの学習は楽しかった」または

「もっと詳しく知りたい」、「もっとよい天体
望遠鏡で観察してみたい」等、本学習に主体
的に取り組んだことが読み取れる記述も複数
見られ、本学習によって理科学習に取り組む
態度に変化が生じた児童がいたことを示唆し
ています。
　さらに、「弟が月を見るのが好きになった」
という感想もあり、本学習方法の導入は、学
習者本人のみならず家族の態度の変化までも
生じるケースがあることが分かりました。

●児童の感想（アンケートから抜粋）
★「月以外の星も見てみたいと思った。合わ
せる時も丸い穴のところをのぞいて簡単に見
えた。自分で月を見るのは楽しかった」。
★「思ったよりクレーターがあってびっくり
した。あんまり見る機会が無いから低倍率と
高倍率で見えて良かったです。月にクレー
ターが何個あるか知りたい」。
★「今回天体望遠鏡を使ってみるのは初めて
でした。月をしっかり観察出来て思った事や
疑問に思ったことを沢山かけて良かったです。
小学校6年の理科で月を観察できたのはとて
もいい思い出になりました」。
★「6年生の理科で月の観察が一番楽しかっ
た」。

4.調査結果のまとめ
　本実践結果より、小・中学校理科における
アクティブラーニング的な課題解決学習にお
いて、自宅における天体望遠鏡を用いた観察
の導入は、天文教育の推進において効果的な
学習方法であることが確認されました。協力
して下さった瀧澤輝佳先生に深く感謝してお
ります。
　今後、全国でこの学習方法を小学校で導入
しようとする際は、望遠鏡と三脚の使い方に
関しての事前学習が不可欠なことも分かりま
した。国立天文台望遠鏡キットの改善点も本
実践より抽出され、更なる改良が進められて
いるところです。

　本研究は現在、平成31年度科学研究費（基
盤研究（C）（一般）「中学校理科天文単元での
ICT補助による自宅における観察学習の導入
とその課題の抽出」（課題番号19K03160）を

受けて、天体望遠鏡
用三脚の開発、学習
用タブレットやスマー
トフォンでの撮影ア
ダプターの開発など
スケッチに代わって
画像取得する方法の
確立、補助教材の整
備、国立天文台望遠
鏡キットの改良など
が進められています。
　新型コロナウィル
ス感染症の拡大に伴
い、中学校での実践
評価が中止になって
いましたが、年度内
には小学校での調査
同様に中学3年生の
生徒が自宅に持ち
帰って、天文単元の
課題解決が可能かを
調査する予定です。
　なお、初期製造品のうち350台が、2019
年に実施された IAUの創立100周年記念事業

（IAU100）の一環として、世界各国での教員
研修用として無償配布されました★04。今後も
故海部さんの遺志を継いで、世界各国、特に
恵まれない地域の子どもたちにKaifu-NAOJ 
telescope kitを配布していきたいと思います。

●最後になりましたが、海部さん、小林秀
行さん、瀧澤先生をはじめとする前述の皆
様に加え、IAU の Ewine van Dishoeck 会長、
IAU100事務局のJorge Rivero Gonzalezさん、
Pedro Russoさんそして Lina Canasさんか
らの支援に感謝します。松本市島内小学校関
係者の皆様、貝ノ瀬滋教育長はじめ三鷹市教
育委員会の皆様、安西香月館長はじめ三鷹の
森ジブリ美術館の皆様、連雀学園の皆様、安
藤享平さんはじめ郡山ふれあい科学館の皆様、
その他、国立天文台天文情報センターの皆様
はじめ本プロジェクトの遂行に関わった多く
の皆様、協力して下さった皆様、ご意見・ご
批判を頂いた皆様全員に感謝します。

　本研究成果は「天文教育」誌2020年9月号
に掲載されています。より詳しくはこちらを
ご覧ください。今後の計画

図05　児童による月の観察例（学習カードより）。高倍率での
観察で欠け際を丁寧に描いています。

★04 IAU (2020), Final Report 
IAU  100 t h  Ann i v e r s a r y 
Celebrations
https://www.iau.org/static/
archives/announcements/
pdf/iau100-finalreport-
ann20019.pdf

★newscope＜解説＞

●参考文献
縣，瀧澤（2020），自宅での望遠鏡を用いた月観察学習の試み　小 6 理科「月と太陽」
単元への導入とその評価～，天文教育，Vol.32, No.5, p4-16
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　日本の宇宙電波天文学の礎となった
「6mミリ波電波望遠鏡」が、第2回（2019
年度）日本天文遺産に認定されました。
　6ｍミリ波電波望遠鏡は、東京大学東
京天文台（現在の国立天文台）の三鷹
キャンパス内に1970年に完成した、世

界で3番目、国内では初めてのミリ波電
波望遠鏡です。当時、研究者と技術者が
試行錯誤を重ねて完成させたこの電波望
遠鏡は、直径6メートルと小型でありな
がらも、新たな星間分子の検出、オリオ
ン星雲や天の川銀河の中心領域での星間

分子の分布観測など、画期的な
成果を挙げ、日本の宇宙電波天
文学の黎明期を支えました。
　6mミリ波電波望遠鏡で培っ
た技術は、当時世界最大・最
高性能のミリ波望遠鏡として
1982年に完成した野辺山宇宙

電波観測所45
メートル電波
望遠鏡に結実
しました。また、
45メートル電
波望遠鏡によ
る数々の研究
成果は、南米
チリのアルマ
望遠鏡での観
測研究にも引
き継がれ、現
在の宇宙電波
天文学の飛躍
的な発展につ

ながっています。
　日本の宇宙電波観測の中心が野辺山に
移った後、6mミリ波電波望遠鏡は三鷹
での運用を終え、水沢キャンパス、野
辺山キャンパスとその活躍の場を移し
VLBI観測に貢献しました。その後はさ
らに鹿児島県の錦江湾公園に移設され、
鹿児島大学を中心とした観測研究活動で
VLBI観測網の一翼を担いました。鹿児
島での運用終了後は再び三鷹の地に戻り、
2018年10月からは日本の宇宙電波天文
学の歩みを伝える重要な歴史的資産とし
て、三鷹キャンパスの一般見学エリアで
保存・公開されています。
　2020年9月14日に、日本天文遺産の認
定証と銘板が、日本天文学会より贈呈さ
れました。屋内での贈呈式に引き続き、
6mミリ波電波望遠鏡の前で記念撮影が
行われました。記念の銘板は近々、6m
ミリ波電波望遠鏡の近くに設置される予
定です。

●日本天文遺産は、歴史的に貴重な天文
学・暦学関連の遺産を大切に保存し、文
化的遺産として次世代に伝えその普及と活
用を図るために、公益社団法人日本天文
学会が認定するものです。この6mミリ波
電波望遠鏡は、天文学上重要な史跡・建
造物として認定されました。第2回は、こ
の他に「キトラ古墳天井壁画」（奈良県明
日香村）「明治20年皆既日食観測地及び
観測日食碑」（三条市）が認定されました 

（ht tp://www.asj .or. jp/asj/pr ize/
Heritage.htmlに一覧があります）。

6mミリ波電波望遠鏡が日本天文遺産に認定

お
し
ら
せ

No.01

2 0 2 0  09 1 4

01　国立天文台三鷹キャンパスで保存・公開されている6mミリ波電波望遠鏡。

02　日本天文遺産の銘板（右上）と認定証（右下）を手に、6 mミリ波電波望遠鏡の前で行われた記念撮影。右
から、田村元秀 日本天文学会副会長、渡部潤一 国立天文台副台長、常田佐久 国立天文台長、洞口俊博 日本天文
学会日本天文遺産選考委員長。

03　完成直後の6mミリ波望遠鏡（国立天文台ニュー
ス2018年12月号参照）。
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●はじめに
　2017年度末をもって岡山188 cm望遠
鏡の共同利用望遠鏡としての役目が終了
し、ユーザー主体の運用に引き継がれて
2年半が経ちました★01。この間、観測
を行いながら様々なことを国立天文台と
地元・浅口市の協力を得ながらユーザー
が中心となって行ってきました。そして
今年、188cm望遠鏡は60周年を現役の
望遠鏡として迎えています。本稿では、
この2年半の活動の一端をご紹介します。

●装置交換
　ユーザーがまず最初に直面したのが装
置交換でした。現在188 cm望遠鏡では
高分散分光器HIDES-Fと多色測光装置
MuSCAT が定常運用されており、ほぼ
毎月装置交換があります。これに加えて
浅口市主催の観望会もあり、多い月には
5、6回装置交換を行います。最初の一
年間は、分室職員から手取り足取り指導
を受けながら一つ一つの作業の意味と手
順を覚えていきました。ロープの結び方
も覚束なかったユーザー達ですが、最近
は大分慣れて人数も5名程度で効率的に
作業を終えられるようになってきました。

●主鏡再蒸着
　例年梅雨の時期に行われていた主鏡の
再蒸着は、ユーザー主体運用になってか
らは参加者の都合で9月に行っています。
昨年と一昨年は、ユーザーからは学生を
含め4日間で総勢約10名が参加し、岡山
分室とハワイ観測所の方々、そして岡山
観測所の元所員の方々にも手伝って頂く
ことで無事に終えることができました

（写真01）。蒸着釜からピカピカの鏡が
出てきたときの嬉しさと安堵感、そして
その日の晩の打ち上げでの焼肉にはなん
とも言えない味わいがあります。昨年は
ユーザーが各班★02の班長を務め、でき
るだけ事前準備から参加して作業内容の

理解とノウハウの習得につとめました。

●望遠鏡とドームの定期点検
　188 cm望遠鏡自体は数年前の大改修
のおかげで大きなトラブルは起こってい
ないのですが、やはり老朽化が否めない
のがドームです。ドー
ムの保守作業はとても
大変なので、簡単な定
期点検をユーザーが行
い、異常があれば分室
職員に伝えて対処して
もらうというやり方で
進めてきました。ドー
ムスリットの開閉を行
うワイヤーロープの伸
び量の把握、ドーム回
転のブレーキの調整、
望遠鏡とドームの注油

（写真02）などがユー
ザーが行う主な作業で
す。これらの作業内容
と点検項目はマニュア
ル化されユーザーに共
有されています。

●HIDES-F
　188 cm 望 遠 鏡 の
主力観測装置である
HIDES-Fは、視線速度
法による系外惑星探索
などで成果を挙げてき
ました。その視線速度

の測定精度を一段と高めるため、2017
年末の共同利用終了後に大規模な改修工
事に入りました。クーデ室内は一旦空っ
ぽにされ、壁には断熱処理が施され、高
精度空調が導入され、新しい光学テーブ
ルの上に分光器が再配置されました（写

ユーザー主体運用で迎えた岡山188 cm望遠鏡の60周年
佐藤文衛（東京工業大学・地球惑星科学系／系外惑星観測研究センター）

お
し
ら
せ

No.02

1960 - 2020

01　再蒸着直後のきれいな主鏡の前で記念写真。

02　ドーム旋回台車（計48台）への注油作業。横になった苦しい体勢での作業。

★01：共同利用終了時の様子は国立天
文台ニュース2018年3月号に詳しく記さ
れています。

★02：望遠鏡本体からの鏡の着脱を行
う「解体班」、主鏡の古いメッキを剥が
しきれいに磨く「洗浄班」、真空蒸着釜
の作業を行う「蒸着班」からなります。 03　光学テーブルの上に再配置されつつあるHIDES-F。
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真03）。歴史的経緯によって別々の足場
の上に設置されていた分光器の各コン
ポーネントが同一のテーブルの上に置か
れることによって温度変化に対する安定
性が飛躍的に向上しました。改修工事後
の観測では、明るい恒星に対して一ヶ月
程度の比較的短期間ですが約1 m/sの視
線速度測定精度と装置安定性を達成して
います。

●MuSCAT
　系外惑星の大気観測などのために開発
されたMuSCATは、約0.1%の相対測光
精度を誇るユニークな多色同時撮像装置
です。この高精度を武器に、現在はトラ
ンジット惑星探索衛星TESSで発見され
た系外惑星候補の発見確認観測で活躍し
ています。姉妹機であるMuSCAT2（テ
ネリフェ）、MuSCAT3（マウイ；今夏
ファーストライト予定）とともに世界の
多色同時撮像ネットワークの一翼を担っ
ています。最近は明るい主星でも検出器
を飽和させずに高精度測光を行うための
光拡散板（ディフューザー）を新しく導
入したり（写真04）、突発天体を始めと
する系外惑星以外の観測にも使われるよ
うになったりしています。

●JOVIAL
　2019年3月、 フ ラ ン ス・ コ ー ト ダ
ジュール天文台からの持ち込み装置であ
る木星振動撮像装置JOVIALが約1年遅
れでクーデ室にインストールされまし
た（写真05）。日震学的手法
を用いて、木星の大気および
内部の状態を明らかにするこ
とを目的としています。同年
6月には本番の観測が行われ、
地元のTVニュースでも紹介
されました。本来であれば今
年は、アメリカ・サンスポッ
トソーラー天文台を加えて、
世界三地点を結んでのキャン
ペーン観測が行われる予定で
したが、新型コロナウイルス
感染症パンデミックのため、
三地点での同日観測が困難に
なり、観測は来年夏に延期さ
れました。

●日々の仕事
　運用の全体に関わることは
188 cm 望遠鏡運用委員会で

方針を決定しています。その上で、国立
天文台や浅口市との協議、各種調整等は
東工大・系外惑星観測研究センターが
行っています。スケジュールの調整とそ
れに伴う装置交換の人員の手配、観測課
題の募集・割付、必要書類の作成等々で
す。観測は国立天文台に望遠鏡使用料を
支払う形で行っており、HIDES-Fでは2
年目から運用グループ以外の方にも少し
ずつ使用してもらっています。

●今後
　この2年半は幸いにして必要な運用資

金を確保することができ、共同利用時代
の貯金と勢いで続けて来られた面が多分
にありました。今後は、改めて運用資
金の獲得としっかりとしたユーザーグ
ループの存在、そして何よりも面白いサ
イエンスが望遠鏡利用の鍵となります。
HIDES-F では、産業技術総合研究所と
国立天文台とが共同で開発した次世代超
精密波長基準「天文コム」の運用が始ま
り、さらなる高精度測定へ向けた挑戦が
始まっています。188 cm望遠鏡の長所
を生かした「尖った」研究を今後も行っ
ていきたいと思っています。

04　MuSCATに新しく導入されたディフューザーの挿入・退避機構制御盤。

05　クーデ室内のHIDES-Fの隣に設置されたJOVIAL（左）とJOVIALが捉えた木星（右）。
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　緯度観測所のガラス乾板から復元した写真の一部をこの
たび木村榮記念館ウェブサイト（国立天文台水沢VLBI観
測所）で公開しました。ガラス乾板は緯度観測所関連資料
群の所在調査を実施した2015年9月に石川利昭さん（当時
国立天文台水沢図書室担当）と共に発見したもので、発見
当時は大量の埃とカビに覆われていました。一枚ずつ慎重
に埃とカビを除去し、高精細スキャニングと画像処理を施
した結果、かつての緯度観測所の風景をデジタル画像で鮮
明によみがえらせることに成功しました。
　復元した緯度観測所ガラス乾板写真を多くの方に閲覧・
活用していただくため、国立天文台水沢VLBI観測所の許
可を得て、木村榮記念館ウェブサイト（https://www.miz.
nao.ac.jp/kimura/c/photograph-thumbnail） で そ の
一部を公開させていただきました。また、このウェブサイ
トから緯度観測所ガラス乾板写真の画像ファイルをダウン
ロードして利用したいという方は、「国立天文台ウェブサ
イト利用規程」（https://www.nao.ac.jp/policy.html）
にさえしたがっていただければ、復元者である馬場に画像
利用許可を取らなくてもよいことにしました。教育・研
究・報道などにご活用いただければ幸いです（緯度観測所
ガラス乾板写真の復元作業はJSPS科研費16K01159およ
び国立天文台客員研究費の助成を受けました）。

緯度観測所ガラス乾板写真のインターネット公開
馬場幸栄（一橋大学）

お
し
ら
せ

No.03

2020

臨時緯度観測所の事務所および正門
水沢の緯度観測所は、万国測地学協会の国際緯度観測事業に日本が参加するために
創設された。事業は当初5カ年計画であったため、期限付きであることを示す「臨
時」の二文字がその名称に付いていた（右上に拡大写真）。所長室を含む事務所の
建物は木造平屋の板葺きで、1900（明治33）年3月に竣工した。事務所が完成す
るまでの3か月間、初代所長・木村栄は水沢の民家に逗留し、そこを仮の事務所と
して活動した。臨時緯度観測所の事務所は現在、国の登録有形文化財となっており、
木村榮記念館の建物として保存・活用されている（上のカラー写真）。

緯度観測所本館
臨時緯度観測所は1920（大正9）年10月に常設の「緯度観測所」となり、翌1921

（大正10）年12月に木造2階建瓦葺きの本館が完成した。1階には所長室のほか計算
課や観測課の部屋が、2階には図書室や会議室などが置かれた。老朽化のため2005

（平成17）年に国立天文台が取り壊しを決めたが、水沢のシンボルでもある緯度観
測所の建物を保存しようという市民運動が起こり、この建物は2007（平成19）年
に国から奥州市に移譲された。現在、国の登録有形文化財となっており、市立の奥
州宇宙遊学館として保存・活用されている。

気象観測室
木村栄が発見したＺ項の原因を解明するため、緯度観測所では星の光の屈折に影響
を与える上層気流の研究が行われた。気流を観測するためには測風気球を経緯儀で
追跡する必要があり（測風気球は夜間に提灯を下げた状態で飛ばされたため、火の
玉だと市民に誤解されることもあった）、はじめは平屋の屋上や増築した塔から観
測していたが、より見晴らしの良い気象観測室が昭和10年12月に竣工した。気象
観測室のなかには気象課の部屋などが置かれていた。
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眼視天頂儀室
1899（明治32）年に竣工した、眼視天頂儀1号（ヴァンシャフ社製眼視天頂儀）
のための観測室。屋根が中央から東西方向に開く。外気との温度差が生じないよう
に、内壁は鉄製で、外壁は百葉箱に似た構造をしている。床は1辺が3メートルの正
方形。観測者によって発生する床の振動が眼視天頂儀に伝わらないように、眼視天
頂儀を置く基台は床から切り離されている。現在、国の登録有形文化財となってお
り、国立天文台水沢VLBI観測所でその外観を見学することができる。

新眼視天頂儀室
1926（大正15）年に竣工した、眼視天頂儀2号（バンベルク社製眼視天頂儀）の
ための観測室。旧来の眼視天頂儀室と同じように、鉄製の内壁と百葉箱に似た木製
の外壁からなる二重構造を持ち、屋根が東西に開閉する。床は各辺4メートルの正
方形。1926（大正15）年から1年にわたって眼視天頂儀1号および2号の同時並行
観測が行われたのち、1927（昭和2）年10月から新眼視天頂儀室での本格観測が
開始された。

浮遊天頂儀室
1938（昭和13）年に竣工した、浮遊天頂儀のための観測室。浮遊天頂儀は風の影
響を受けやすかったため、木村栄の発案で風の抵抗が少ない円筒形の建物が設計さ
れた。四方を囲むコンクリート製の枠組みは、風よけのネットを張るためのもの。
浮遊天頂儀室での緯度観測は1939（昭和14年）8月から試験的に始まり、1940（昭
和15）年1月から本格的に始動した。

眼視天頂儀1号
（ヴァンシャフ社製眼視天頂儀）
国際緯度観測事業のために水沢の臨時緯度観測所で初
めて使用された眼視天頂儀。初代所長・木村栄がドイ
ツから持ち帰ったヴァンシャフ社製の眼視天頂儀で、
1899（明治32）年に水沢に設置された。同年12月よ
りこの眼視天頂儀1号を用いた緯度観測が開始され、2
年後の1901（明治34年）に木村がＺ項を発見した。「旧
眼視天頂儀」と呼ばれることもある。現在は木村榮記
念館に展示されている。

眼視天頂儀2号
（バンベルク社製眼視天頂儀）
1926（大正15）年に設置された眼視天頂儀2号。
眼視天頂儀1号（ヴァンシャフ社製眼視天頂儀）の
対物レンズにシミが発生したため、新たにこの眼
視天頂儀2号（バンベルク社製眼視天頂儀）がドイ
ツから取り寄せられた。眼視天頂儀1号との並行観
測が1年間にわたって行われたのち、1927（昭和2）
年10月から眼視天頂儀2号での本格的な観測が開始
された。「新眼視天頂儀」と呼ばれることもある。

浮遊天頂儀
1939（昭和14）年に設置されたクックソン式の浮遊天頂
儀。眼視天頂儀とは異なり、ドーナツ型の水銀槽に鏡筒を浮
かべることで鉛直を取ることができたうえ、星の軌跡を写真
に記録することも可能だった。ただし、鏡筒が水銀の上に浮
いているため風の影響を受けやすいという弱点があった。
イギリスに留学した川崎俊一（当時緯度観測所観測課長）
がグリニッジ天文台長フランク・ダイソンから貰った浮遊
天頂儀の設計図を参考にして、日本光学工業株式会社に製
作させたもの。現在は木村榮記念館に展示されている。
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　これが、今年の野辺山特別公開の出だ
しです。例年とは異なる形式での特別公
開となりましたが、その経緯から8月29
日の開催当日までの様子を紹介します。
　「特別公開をオンラインで！」と決定
したのは、緊急事態宣言下の在宅勤務中
の会議でした。4月当初には通常開催を
考えていたのですが、どんどん状況は悪

化し、花火大会など長野県内の主な夏の
イベントはほぼ中止です。中止という文
字が頭を過ぎりましたが、今年で38回
目を数え、歴史もある特別公開ですので
なんとか継続したいという思いと、オン
ラインなら省力化、省スペース化が可能
かもしれないという期待もあって開催に
踏み切りました。
　緊急事態宣言解除直後の会議で内容を
検討しました。特別講演会のライブ中継
のほか、これまでに撮影した動画を編集
して公開したい、オンサイトでも立入
禁止の場所のツアー動画を作成したい、
45 m電波望遠鏡での観測デモをライブ
でやりたい、スタンプラリーの代わりに
キーワードラリーをしたい、などの意見
が出てきて、骨子はすぐに出来上がりま
した。ただ、実現するにはどうするか？ 
動画配信の経験は誰もなかったのですが、
なんとかライブ配信ができるところまで
こぎつけました。一方で、企画段階で提
案された多くの動画の撮影や編集も実施
しました。例年応援頂いているアルマプ
ロジェクトや大阪府立大学などにも動画
提供を呼びかけ、それぞれ味のある動画
を提供頂きました。
　一本のライブ配信という形式を取らず、
見たいところから見て頂けるように動画
コンテンツごとに独立した
形にしました。結果として、
コンテンツ案内や観測デモ
を行う野辺山からの総合案
内と講演会や4D2U生解説
などを含めた5本のライブ
中継と、15本の新規公開
動画、数本の既存動画をま
とめて特別公開とすること
ができました。
　当日は天候に恵まれ、9
時30分に開始した野辺山
のライブ配信は、最初の30
分をオープンデッキで実施
しました。三鷹の天文台マ
ダムこと梅本真由美さんと
の2元中継によるトーク進
行もまずまずで、よい雰囲
気での出だしとなりました。
そして、情報センターから
配信したメインイベントの

特別講演会では、同時接続数800を超え、
とても大きな反響を頂きました。アルマ
プロジェクトからのミニ講演会では質疑
応答も活発で、ライブ感たっぷりとなり
ました。45 m電波望遠鏡の観測デモは
午後からのライブ配信です。観測シーズ
ン中ではないため、望遠鏡トラブルが発
生するかもしれないとスタッフ一同ハラ
ハラしながらの中継でしたが、幸い何事
もなく、三鷹からのリモート操作まで無
事に実施できました。しかし、エンディ
ングにてメインカメラの接続が途切れる
というハプニングが発生しました。幸い
三鷹の接続は残っており天文台マダムさ
んのアドリブで乗り切りました。こうし
て、なんとか6時間半のライブ配信を終
了することができました。
　それ以降も視聴回数は伸び続けていま
す。1か月後の時点で、特別講演会は1.2
万に達する勢いです。他のコンテンツも
伸びており、講演会を含めて合計すると
2.5万を数えます。キーワードラリーも、
全国いたるところから反応を頂いていま
す。時間や場所にとらわれない特別公開
ということで、実質的な参加者は過去最
高になったのではないかと思います。こ
れまで届かなかった方々にも届いた特別
公開となったと考えています。

野辺山特別公開2020「今年はおうちで特別公開」開催報告
衣笠健三（野辺山宇宙電波観測所）

お
し
ら
せ

No.04

2 0 2 0  08 2 9

01　野辺山からのライブ配信のオープニングの1コマ。

ファンファーレとともに始まりました、
国立天文台野辺山特別公開2020！

ここでBGMスタート！

02　キャプチャーデバイス、マイクなどの配信機材
チェックの様子。

03　動画コンテンツ撮影中。日時計折り紙の1シーン。

04　野辺山会議室に設置した特設スタジオ。 05　林准教授による特別講演会のサムネイル（上）と講演中の1スライド。
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　今年で19回目を迎えた夏の一大イベ
ント「南の島の星まつり」は、新型コロ
ナウィルス感染症の影響により初のオン
ライン開催となりました。従来の誘客型
のイベント形式を改め、無観客のライブ
配信を中心にインターネットを活用した
イベントとして2020年8月29日に実施さ
れました（画像01）。
　石垣島天文台とNPO法人八重山星の
会による石垣島の星空の魅力紹介とアー
ティストによる音楽ライブ、応援コメン
トなど盛りだくさんな内容で、2019年7
月に石垣港離島ターミナル内にオープン
した「いしがき島 星ノ海プラネタリウ
ム」が会場となりました。
　配信は石垣市観光文化課のYoutubeア
カウント、 FMいしがきサンサンラジオ
から行われ、合計で約11,000人の視聴が
ありました。
　オープニングでは実行委員長の中山義

隆石垣市長からのビデオメッセージが放
映されました。次に、石垣島ならではの
星の写真や映像を紹介するプログラムと
して、NPO法人八重山星の会の通事安
夫代表理事による石垣島から見える天の
川の説明がありました。天の川の星にま
つわる方言名やエピソード解説の後、七
夕の織姫と彦星に重ねて恋人への想いを
歌った八重山民謡「つんだら節」が演奏され、
美しい天の川の写真・歌とともに八重山の
星文化が紹介されました（画像02）。
　さらに、通事代表理事からは2019年7
月に石垣市の星に制定された南十字星の
解説があり（画像03）、筆者は石垣島天
文台のむりかぶし望遠鏡で撮影した木星
と土星、そして2020年に話題となった
部分日食やネオワイズ彗星などについて
説明を行いました（画像04・05）。

　応援コメントでは、例年音楽ライブで
南の島の星まつりを盛り上げて来られた
夏川りみさん、Skoop On Somebodyさ
ん、ケイスケサカモトさんをはじめ、
地元出身アーティストのやなわら
ばーさん、PANAさんらによるビデ
オメッセージが放映され、ご当地ア
イドルのKI-HATさん、ミス八重山
の掘井紗らさんのライブトークとと
もに石垣島の星空の魅力と視聴者へ
エールが届けられました。
　イベントの終盤では石垣島出身
アーティストによるゲストライブが
ありました。BEGIN の比嘉栄昇さ
ん、金城弘美さん、ミヤギマモルさ

ん、きいやま商店のマストさんら豪華ゲ
ストによる八重山の星や星空にちなんだ
曲の演奏があり、4人の特別共演で歌わ
れたBEGINの名曲「島人ぬ宝」を含め
イベントは大いに盛り上がりました（画
像06）。
　今回の南の島の星まつりには「～世界
を癒そう、平穏な毎日への祈りをこめ
て～」というサブタイトルがありまし
た。石垣島の星空の魅力のPRだけでな
く、コロナ禍にある世界の視聴者へ向け
て癒しとエールをお届けしたいという出
演者それぞれの想いや願いが込められた
イベントだったのではないかと思います。

「南の島の星まつり2020」開催報告
花山秀和（石垣島天文台）

お
し
ら
せ

No.05

2 0 2 0  08 2 9

01　南の島の星まつりのポスター。2020年は初のオ
ンライン開催となりました。

02　天の川と夏の大三角。八重山民謡で歌い継がれる
七夕の星が紹介されました（提供 NPO八重山星の会）。

03　石垣市の星、南十字星が紹介されました（提供 
NPO八重山星の会）。

04　6月に石垣島天文台で撮影された部分日食。八重
山地方では面積の約9割が欠けました。

05　石垣島天文台で撮影されたネオワイズ彗星。7月
に約1等級の明るさになりました。

06　BEGINの比嘉栄昇さんら豪華アーティストによる音楽
ライブの模様。
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　今年で16年目（15回目）となる高校生
向けの研究体験プログラム「美

ちゅ

ら星研究
体験隊」、略称「美

ちゅ

ら研」は、VERA 石
垣島局と石垣島天文台で、天文学者が日々
行っているのと同じ観測研究を地元高校
生に体験してもらうために始めたプログラ
ムである。2013年度からは、日本学術振
興会（学振）による「ひらめき☆ときめき
サイエンス」（http://www.jsps.go.jp/
hirameki/index.html）として8年連続
で採択され、全国から参加高校生を募集
することが可能となった。今回は新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止のため、初
めて9月の4連休中（9月19日～20日）に、
しかもオンラインでの開催となった。そ
のこともあって、今回の参加者は石垣島
から5名、沖縄本島から1名の地元勢に
加えて、東京から4名、愛知・新潟・神
奈川から各2名、大阪・奈良・京都・静
岡・千葉・北海道から各1名の計22名と
多彩な顔ぶれとなった（写真01）。この
うち、8名が今年1月から3月に放送され
たアニメ「恋する小惑星」★を見て美ら
研を知った、という参加者であり、アニ
メの影響力を再確認した。
　最初の講義では、例年通りの科研費の
紹介、VERA や105 cm むりかぶし望遠
鏡の紹介に加えて、今年度から石垣島天
文台が所属することになった天文情報セ
ンターとも協力して、高校生へ向けての
社会における天文学の意義についてのお
話、美ら研OBの大学生からのアドバイ
ス、など、オンラインならではの遠隔地
からの講義も盛り込んでみた。一方、今
年度のプログラムは全てZoomによる配
信となるため、現場での望遠鏡操作や観
測・解析ができず、いかにしてこれらの
擬似体験での臨場感を出すか？という点
には苦労をした。観測所見学では、タブ
レット端末をwifiルータによってZoom
に接続した状態でVERA 20 m 電波望遠
鏡に登ったり、むりかぶし望遠鏡ドーム
内に入ったりして、遠隔操作で望遠鏡が
動いている様子や各部の拡大画像を動画
配信するバーチャルツアーを試みた（写
真02）。Zoomの通信やカメラの切り替
え、音声の調整が乱れるトラブルもあっ
たようであるが、Zoomの記録を見ると
概ね雰囲気は伝わったものと思われる。

　むりかぶし望遠鏡による観測体験では、
未知の太陽系小天体の探査を行った。観
測前には小天体探査の戦略に関する講義
を行い、基礎的な数学を用いた観測領域
の決定などを行った。講義の際は生徒に
いくつか質問をして意見を聞き、自ら考
えることを促した。夜間の観測は石垣島
天文台スタッフが行い、翌日の結果報告
では、観測された領域の画像を小惑星
探査ソフトで表示させ、Zoomで画面共
有をした。結果として、美ら研当日に得
られた観測データには新天体候補は写っ
ていなかったが、前日の予備観測データ
には2つの新天体候補が写っていた。む
りかぶし望遠鏡での新天体候補発見は、
2016年の美ら研以来4年ぶりである。そ
の情報を国際天文学連合（IAU）の小惑
星センター（Minor Planet Center）に報
告し、これら候補の発見の喜びを参加者
一同で共有することができた。また、小
天体探査とは別に、石垣島天文台からみ
る天の川、および主要な天体の中継や今

年撮影されたネオワイズ彗星の画像・映
像の公開などをした。それらをみた生徒
からは石垣島に行って直接みてみたいな
どの感想も聞かれた。
　残念ながら、VERA20m電波望遠鏡で
は簡単なデモしか行うことができず、例
年のような観測の作戦会議やデータ解析
など、新天体発見を目指す研究の雰囲気
を味わってもらうことは難しかった。ま
た、初めてオンライン会議に参加した美
ら研の高校生にとってはZoomでの質問
や議論は難しく、同じ天文学に興味を持
つ全国の高校生ともっと仲良くなりた
かった、という意見がいくつかみられた。
　来年度は、状況が落ち着いたら例年通
りに石垣島での美ら研をぜひとも再開さ
せたいと考えている。同時に、オンライ
ンによって初めて美ら研を体験できた、
という遠隔地の高校生も多数おり、上記
の反省点を改善して、オンラインと現地
参加の併用でプログラムを実施できるよ
う検討したい。

2020年「美
ちゅ

ら星研究体験隊オンライン版」開催報告
廣田朋也、キムジョンハ（水沢 VLBI 観測所）、堀内貴史、花山秀和、縣 秀彦（天文情報センター）

お
し
ら
せ

No.06

2 0 2 0  09 1 9  -  2 0

01　今年の集合写真は高校生、スタッフ、見学者（学校関係者など）が勢揃いのzoom画像の合成となった。

02　タブレット端末を用いたオンラインでの動画配信の様子。左から、VERA石垣島局20 m電波望遠鏡受信機室
からの中継、むりかぶし望遠鏡の解説、デジタル一眼レフカメラによるむりかぶし望遠鏡で撮影した土星の画像の
配信。

★国立天文台ニュース2020年7月号参照
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「すばる望遠鏡2020」

後編をお届けします。

今後のすばる望遠鏡の

機能強化計画と科学目

標を展望します。
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在宅勤務の時、ノートパソコンの画面が見づらくて疲れるので、コの字型の棚を自作。うつむき姿勢が改善されて少し楽になりました。（G）

今年は夏が長いなあと思っていたらいつの間にか夜は上着がいるほど寒くなってきました。もう冬が目の前に感じます。（は）

子どもに見せようと自宅で小さな望遠鏡を組み立てて置きっぱなしに。土星・木星は見せられたが火星は見られないまま最接近をすぎる。秋晴れ早く来い。（I）

VR空間での講演会を初体験。バーチャルとはいえ目の前に聴衆がいて目がこちらを向いているので、カメラに向かって話すこれまでのオンライン講演に比べて圧倒的にリアル
感がありました。願わくば、ヘッドマウントディスプレイがもう少し購入しやすく、そして軽くなってくれれば。（h）

開発している装置に試験的に天体からの光をいれて、初めてスペクトルを観測した。あくまでも試験用観測ですが、想定していたスペクトルが見えてひと安心。完成までもうひ
とふん張り。。（K）

いつのまにか火星が高く上ってくるようになった。秋から冬の接近での火星は、やはり高いなぁ、と見上げる秋である。（W）

久しぶりに大瀬崎へ。憧れの紫のボロカサゴに会うことができました。やっぱり海はいいなあ。（e）

集後記編

田中雅臣氏が、日本天文学会2019年度欧文研究報告論文賞を受賞

　東北大学の田中雅臣 准教授（論文
出版時 国立天文台所属）らによる研
究論文が、日本天文学会2019年度欧文
研究報告論文賞を受賞しました。受賞
対象となった研究論文は、2017年10

月16日付けで『日本天文学会欧文研
究報告（Publications of the Astronomical 

Society of Japan）』に掲載された、Tanaka 

et al., “Kilonova from post-merger ejecta 

as an optical and near-Infrared counterpart 

of GW170817”（合体後放出物質から
のキロノバ放射：GW170817の可視光
線・近赤外線対応天体）です。この研
究では、2つの中性子星の合体により
重元素が大量に作られるという現象を、
観測とシミュレーションによって初め
て明らかにしました。
　2017年8月17日、2つの中性子星の合
体により発生した重力波が史上初めて
検出され、その重力波源「GW170817」
からの電磁波放射である「キロノバ」
が、宇宙望遠鏡を含む世界各地の望遠
鏡で観測されました。中性子星どうし

が合体する際に放出さ
れる物質の中では、鉄
よりも重い元素が形成
され、それらが放射性
崩壊を起こして電磁波
を放射すると考えられ
ており、この現象はキ
ロノバと呼ばれていま
す。本論文となった研
究では、国立天文台が
運用するスーパーコン
ピュータ「アテルイ」を利用したシ
ミュレーションからキロノバの光度変
化を予測し、すばる望遠鏡や IRSF 望
遠鏡による観測で得られたGW170817

の可視光線・近赤外線における光度変
化との比較分析を行いました。その結
果、今回の中性子星の合体では地球質
量のおよそ1万倍もの重元素が生成さ
れたことが明らかになりました。
　本研究は、中性子星どうしの合体が
宇宙における重元素の起源になり得る
ことを示し、元素の誕生についての理

解を大きく進展させました。また、重
力波観測と電磁波観測によるマルチ
メッセンジャー天文学と、スーパーコ
ンピュータを使ったシミュレーション
天文学との協調によって実現した、新
しいスタイルの天文学と言えます。
　日本天文学会2020年秋季年会（オン
ライン開催）会期中の9月9日に、この
たびの受賞を記念する講演が開催され、
田中准教授が論文の内容や今後の研究
の展望などを紹介しました。

論文賞を受賞した田中雅臣 准教授による受賞記念講演のようす。（クレ
ジット：日本天文学会）



★HSC：すばる望遠鏡「超広視野主焦点カメラ（Hyper Suprime-Cam/ハイパー・シュプリーム・カム）」
★HSCの観測データを活用した市民天文学プログラム「ギャラクシークルーズ」もお楽しみください。

https://galaxycruise.mtk.nao.ac.jp/

すばる望遠鏡
HSC Cosmic Gallery

07 3重リング銀河 
田中賢幸（ハワイ観測所）

銀河の形態を系統的に分類する方法として、ハッブル分類が有名である。銀河を大
きく楕円銀河、レンズ状銀河、（棒）渦巻銀河に分類するもので、どれにも当てはま
らない不規則な形状の銀河を不規則銀河とする。ほとんどの銀河はこの分類で対応
できるが、規則的な形状をしているにもかかわらず、これらのどの分類にも当ては
まらない銀河もいる。リング銀河はその一つだ。その名の通り輪っかを持った銀河で、
とても稀な銀河である。起源には諸説あるが、衝突合体の結果という説が有力だ。
ただでさえ稀なリング銀河だが、この画像の銀河には3つのリングがあるように見
える。極めて珍しい銀河だ。実はこの銀河は、HSC Cosmic Galleryのある号の画像
の端に写っていた銀河である。どの号か是非探してみていただきたい。

N
o. 327


